
門真団地の問題解決
高齢者のつながりをつくる

参加学生

◆地域創造演習Ⅲ・Ⅳ受講者
◆「砂子小秋祭り」ボランティア活動参加者
◆「上島頭もちつき大会」ボランティア活動参加者
◆経済学科早川ゼミ

指導教員：経営経済学部 経済学科 早川 公 准教授



5月：団地の訪問（地域創造演習Ⅲ）

現場に足を運び、住民の方の声を聴くところから、毎年はじめています。



移動販売の買物サポート活動（地域創造演習Ⅲ）

重い荷物を学生が団地の上の階まで運びます 活動の様子がNHKに取材されました



砂子小秋祭り（ボランティア活動）

小学生と一緒に山車を引いて地域を巡ります 雨の中ですが、留学生も交えて元気に声を出しました



上島頭もちつき大会（ボランティア活動）

大きな声を出して地元の方ともちをつきました 市長のもちつきの様子を留学生が見学します



0円ショップの開始（早川ゼミ）

団地の一室を学生たちがリノベーション 団地内で不用品を持ち寄って交換する交流の場を創造



門真団地もちつき大会（早川ゼミ）

団地でのもちつき大会も恒例行事になってきました 腰をいれてもちをつきます



学生の感想＆教員のコメント

【教員コメント】地域に関わり、地域課題と向き合うことを通じて、じぶんの特性や関心に気づけた学生が何

人もいたことをうれしく思います。これからも、「地域のなかの大学」を前提としたプログラムを企画・実行

してゆきます。

• 体験型の学びは僕が大学に入ってからずっと積極的に参加すると決めていたことで、こ
の授業もどれだけ積極的に参加するほど色々なことを経験でき…非常に僕にとって意味
のあるものでした（地域創造演習Ⅳ受講者）

• 地域のイベントに参加して貴重な経験ができただけでなく、今後の人生においても大事
なことを多くの人との交流を通じて学べたと感じます。学生の間にさまざまな経験をす
ること、挑戦すること、大事にしようと思います。（上島頭もちつき大会参加者）

• 苦労も多かったですが良い経験、そして将来同じような仕事をしたいなと思えました。
（早川ゼミ生）


